









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
1





















A Preliminary Study on the Transformation of Time Consciousness 
in the Information Society
2


















































元を示し（Giddens 1990： 17=1993： 31），それゆえ
客観的な尺度の機能を果たした（吉原 2004：22）
ことがあげられる。それは，不変の絶対的基準と
























































































2000=2011： 218-29）や S. ラッシュの情報社会に
おける「テクノロジー的生活形式」における時間
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「ナッジ」への注目度は高い（福原 2020： 196）。ナッ




テクチャ」（Thaler and Sunstein 2008=2009： 17）の
ことである。ナッジにおいては，「選択の自由が
妨げられているわけでも，選択肢が制限されてい
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































入ってからであった（吉原 2004： 22, 2019： 56； Lash 













































































































































（ 1 ） デジタルトランスフォーメーションの語は，
通常「IT（情報技術）の浸透が人々の生活
を良い方向に変化させること」（『日本経済























（ 4 ） P. ブ ル デ ュ ー も 同 様 の 指 摘 を し て い る
（Bourdieu 1977=1993： 19, 36, 1990： 219, 234）。
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